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令和４年５月

大館市字三ノ丸103番地4
TEL0186-42-8101　FAX0186-42-8104
ホームページアドレス  http://www.oodate-shakyo.or.jp/

「大館市社協だより」は、社協会費により福祉意識啓発事業の一環として作成しております。

たしろ児童館 西館児童館

X0186-42-8104
oodate-shakyo.or.jp/

　児童館では、地域の方々と協力して子どもたちの遊びや生活を支援し、心身の

成長を応援しています。

　４月には、入学・進級した子どもたちのはじめての顔合わせとなる行事『はじ

まりの会』『おともだちあつまれ』が各児童館にて行われ、館長からのあいさつや

職員の紹介など、新１年生は緊張した様子で聞いていました。

子どもたちが安心して、健やかに育つために子どもたちが安心して、健やかに育つために

はやぐち児童館比内児童館
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令和４年度の事業及び予算令和４年度の事業及び予算令和４年度の事業及び予算

１．地域福祉事業
　　誰もが住み慣れた地域で安心して生活していくためには地域住民同士
　の支え合いや助け合いが不可欠になってきています。地域の福祉課題の
　解決に向け、住民同士が協力しながら、より良い地域づくりに取り組ん
　でいく活動を進めます。
⑴支え合いの心を育み、地域の交流と助け合い活動を推進します
　　町内の多世代交流活動の支援・ふれあいいきいきサロン事業・社協だ
　　より等による広報活動・地域の居場所（拠点）づくり支援・小地域（小学
　　校区）での福祉活動の支援・各地区の第２層協議体への協力・連携
⑵生活上の困りごとを地域のみんなで解決し、暮らしやすい地域をつくります
　　福祉講座や福祉教育の推進・社協だより等による情報提供・ボランテ
　　ィア情報とコーディネート機能の充実・ボランティアに対する活動支
　　援の充実・ボランティア養成講座、活動者交流会の開催
⑶なんでも相談できる環境を整え、安心して暮らせる地域をつくります
　　町内の話し合いの場づくり・福祉まるごと相談窓口の体制整備、情報
　　拠点の整備・町内や地域での各種研修会開催の支援・さわやかサポー
　　ター養成研修会の開催・有償ボランティア活動の推進
⑷住民と福祉団体、関係機関が連携・協働できる体制づくりを推進します
　　支援を必要とする方への権利擁護に向けた支援・町内会、福祉員、民
　　生委員等との連携・災害ボランティアセンターの運営・多様な主体の
　　交流と連携体制の構築・企業の地域貢献活動の支援・社会福祉法人と
　　の連携事業の推進・生活支援体制整備事業（第１・２層）との連携
２．受託事業
　　住民サービスの低下を招かないよう、行政より公的な福祉サービスの
　委託を受け、事業を行います。
　　生きがい健康づくり支援事業（大館地域）・ふれあい安心電話システム 
　　推進事業（田代地域）・大館市障害者生活支援センター事業・ひきこも
　　り者等支援事業・生活支援体制整備事業（第１層）・地域支え合い活動
　　支援事業（大館市さわやかサポーターの養成）・生活支援体制整備事業   
　　（第２層）・重層的支援体制整備事業（福祉まるごと相談支援事業）
３．福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
　　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等が、地域でできる限
　　り自立した生活をしていくため、福祉サービスの利用援助やそれに付
　　随した日常的な金銭管理などの援助を行います。
４．補助事業
　　高齢者の生涯スポーツの振興と健康の維持増進、地域コミュニティの
　育成施設としての事業を行います。
　　屋内ゲートボール場施設の経営
５．幸福の樹事業
　　社協会費及び募金活動に対して広く市民の協力を頂き、理解と普及に努めます。
　　社協会費事業・災害見舞金支給・赤い羽根共同募金活動事業・歳末た
　すけあい募金活動事業
６．指定管理者の指定事業
　　大館市の指定管理者の指定を受けて事業の経営を行います。
　　大館市立児童館４館・大館市高齢者生きがいセンター・大館市介護予防拠点施設

１．介護保険事業
　　介護を必要とする状態になっても、住み慣れた地域で介護を受けたいという意向を尊重し、お客様本位の介護
　サービスの提供を行います。
 　  訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所・居宅介護支援事業所
２．指定管理者の指定事業
　　大館市の指定管理者の指定を受けて通所介護事業の経営を行います。
      大館市デイサービスセンターかつら
３．受託事業
　　住民サービスの低下を招かないよう、行政より公的な福祉事業サービスの委託を受け事業を行います。
      地域包括支援センター事業・家族介護者教室開催事業・認知症介護予防教室開催事業

《基本理念》
　
《基本理念》
　

　大館市社会福祉協議会は、健全な事業活動を通じて、関係機関・団体等と連携し、
市民誰もが安心して生活できる福祉の町づくりの推進に努めます。
　大館市社会福祉協議会は、健全な事業活動を通じて、関係機関・団体等と連携し、
市民誰もが安心して生活できる福祉の町づくりの推進に努めます。

●収入

合　　　　計

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入

受託金・指定管理料収入

事業収入

介護保険収入

利用料収入

雑収入他

施設整備等収入

積立預金取崩収入

拠点区分間繰入金収入

サービス区分間繰入金収入

7,005

1,112

37,715

118,202

9,883

215,122

4,677

378

1,420

8,844

4,660

35,489

444,507

1.58%

0.25%

8.48%

26.59%

2.22%

48.40%

1.05%

0.09%

0.32%

1.99%

1.05%

7.98%

100%

（単位:千円）

令和４年度資金収支予算

区　　　　　分 金　額 比　率

（単位:千円）●支出

法人比内事務所拠点区分

法人田代事務所拠点区分

児童館事業拠点区分 57,779 13.00%

公 益 事 業 区 分 2,096 0.47%

444,507 100%

法 人 本 所 拠 点 区 分
（福祉の町づくり事業・共同募金配分
金事業・資金貸付事業・福祉サービス
利用援助事業・受託事業）

（居宅支援事業・訪問介護事業・訪問
入浴事業・通所介護事業・障害者居宅
介護事業・地域包括支援センター事業）

（福祉の町づくり事業・共同募金配分
金事業・受託事業）

介護保険事業拠点区分

（福祉の町づくり事業・共同募金配分
金事業・受託事業）

（屋内ゲートボール場）

合　　　　計

91,868

267,727

12,660

12,377

20.67%

60.23%

2.85%

2.78%

区　　　　　分 金　額 比　率

福祉のまちづくり

在宅福祉サービス
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　３月18日、総合福祉センターにて、昨年策
定された「大館市地域福祉活動計画」の進捗
評価を行いました。事業ごとに取組内容・成
果・課題を５段
階で評価し、今
後の活動に対す
る意見を聴取し
ました。

　大館市支え合い推進会議（第１層協議体）で
は、これまでの話合いを基に「行政と町内会の
連携強化に向けた報告書」を取りまとめ、３月
28日に石垣委員
長、畠山副委員
長、阿部副委員長
の３名が市へ提出
しました。

　社協では、市民の方々の悩みごと、困りごとの相談窓口として『大
館市心配ごと相談所』を開設して参りましたが、専門相談窓口の充実
などから、令和３年度をもちまして事業を終了いたしました。４月
14日、相談員として永年活動していただいた３名へ、お礼状と花束を
贈り、最後の報告会を行いました。長い間本当にありがとうございま
した。今後は、福祉まるごと相談事業にて対応いたします。

おおだてひきこもり相談室からおおだてひきこもり相談室から
出張ひきこもり相談室とご家族のための交流会を
毎月開催しています。同じ悩みを抱えている方がた
くさんいらっしゃいます。ぜひ一度いらしてください。

「はつらつ弁当」事業は、ボランティア団体や住民ボランティア、企業などの協力によって
高齢者などへお弁当を届けながら見守り活動を行う事業です。

※無料です。秘密は厳守します。

5月17日（火）
6月14日（火）
7月13日（水）
8月18日（木）

　３月29日、総合福祉センターにて、城南・東
地区福祉員研修会が行われました。「大館市総
合福祉センターの機能」について、市の職員に
よる説明後に、館
内の各事業所の見
学を行い、活用法
について学びまし
た。

　長木地区「結っこ
の会」は、平成６年
から続く団体です。
お弁当の盛り付けボ
ランティアとして活
動しています。

　コロナ禍で活動を
休止していた東北電
力職員による配食ボ
ランティアも４月か
ら再開となりまし
た！

開　
催　
日

大館市立中央公民館

※コロナウイルス感染防止対策を徹底しながら活動を行っています。

※交流会は、新型コロナウイルス感染拡大状況により
　中止する場合があります。



 大館市内で地域住民の福祉向上のために、活動団体（地域福祉活動を行う
非営利団体）に対する事業支援として、共同募金配分金助成事業の対象団体を
公募します。　※昨年は１５団体が助成を受けました。

　助成額の交付額は、事業内容を審査して定めることとし、１団体につき最高１５万円を
限度とします。（複数事業で申請しても１団体への限度額は１５万円です。）

応募手続き等/助成を受けようとする団体は、共同募金配分金助成事業
申請書（所定様式）により、必要書類を添付のうえ申請することとします。
　共同募金配分金助成事業募集要項及び申請書は大館市社会福祉
協議会各事務所で配布するとともに、ホームページからもダウンロードで
きます。

　大館市における地域福祉活動事業を助成対象事業とします。（団体の運営のための
経費ではなく、団体が行う事業に対して助成）ただし、次のことは助成の対象としません。

（１）地域の実情やニーズに即した住民参加型地域福祉活動を行う団体で非営利団体
（2）地域福祉活動として募金者に理解される事業を行う団体で非営利団体
（3）社会福祉法人大館市社会福祉協議会の事業推進に伴う関係団体
（4）地域福祉の推進に必要と認められる団体

（１）政治、宗教、組合等の運動のためにその手段として行われ、対象が関係者に限られているとみなされるもの
（2）助成金以外の財源により事業が達成できるもの
（3）団体名及び実施事業名の如何に関わらず、営利を目的に行っているとみなされるもの
（4）国又は地方公共団体が設置し、もしくは経営し、又はその責任に属するとみなされるもの
（5）その他助成対象と認められないもの

　大館市内の地域を活動拠点とする団体で、次のいずれかに
該当する各種団体とします。

（http://www.oodate-shakyo.or.jp/）

問合せ先 大館市社会福祉協議会  本所  総務会計係　

応募期間/令和４年５月1３日（金）まで（厳守）

まごころページ
令和４年２月９日～令和４年４月11日現在

応募方法

・田代地区小中学校児童会・生徒会

・斉藤　祐仁
・有浦ミロクセンター
・大館市立有浦小学校
・守屋　貞一
・小野崎　通孝
・北村　百合子

・・・・・・・・・・・・・・・・歩行車「ハッピーミニ」４台
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・食品

お菓子、ペットボトルキャップ
・・・・・・・・・・・・・・・・・車椅子１台

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・紙オムツ11袋
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・紙オムツ７袋
・プルタブ1袋、ペットボトルキャップ1箱

指定寄附指定寄附

・つづらサロン  代表  武藤　定昭
・加藤　久江

・・・3,360円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,000円

・桜庭　稲子

金銭寄附金銭寄附

※金額・物品名が空欄の方は氏名のみの
　掲載です。（敬称略）

物品寄附物品寄附

皆さまからいただきましたご寄付は、福祉員活動事業の他、社会福祉事業に役立てられています。
ご協力に感謝申し上げます。

本　　　所　〒017-0897（大館市総合福祉センター2階）大館市字三ノ丸103番地4  ℡0186（42）8101　℻0186（42）8104
三ノ丸事務所　〒017-0897（大館市総合福祉センター1階）大館市字三ノ丸103番地4  ℡0186（49）2588　℻0186（42）8105
上川沿事務所　〒017-0836（大館市立上川沿公民館）大館市池内字大出135番地  ℡0186（42）8102　℻0186（43）4055
比内事務所　〒018-5712（比内福祉保健総合センターハートヒルとっと）大館市比内町新館字館下79番地1  ℡0186（55）2850　℻0186（55）0100
田代事務所　〒018-3501（田代いきいきふれあいセンターサンピア）大館市岩瀬字上岩瀬塚の岱16番地  ℡0186（54）3173　℻0186（54）3690　
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（フードバンク事業へ）

▲有浦小学校より

▲田代地区小中学校より

日現在日現在

福祉事業に役立てられています。

大館市社会福祉協議会

助　成　額

助成対象団体

助成対象事業

共同募金配分金助成事業募集のお知らせ共同募金配分金助成事業募集のお知らせ

助成を受けた団体の活動の様子
（ドリームライブラリー）

審査 　第１次審査後に、第２次審査とし
て公開プレゼンテーション審査を

予定しておりましたが、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、審査委員による書
類審査へ変更となります。
　詳細は、ホームページ又は各事務所（下段
参照）で配布する募集要項をご覧ください。
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